
国立国会図書館の
メタデータ提供と
利活用促進の取組
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平成30年1月10日（水）
対話・共創の場（第4回）
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APIで取得できるデータ形式：

RDF/XML, XML, JSON

①書誌データ
国立国会図書館ダブリンコアメタデータ記述
[DC-NDL]形式によるメタデータ
• 「国立国会図書館サーチ」からAPIで提供

•非営利目的であれば申請なしで利用可



・一括ダウンロード用のデータ形式：

TSV, RDF/XML

・個別ダウンロードのデータ形式：
RDF/XML, RDF/Turtle

JSON, HTML

NDLが作成・維持管理している著者名典拠・
件名典拠 「NDL Web Authorities」

•一括ダウンロード用ファイル（NDLSH）、SPARQLのエンド
ポイントを提供

•非営利目的であれば申請なしで利用可

②典拠データ
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APIで取得できるデータ形式：

RDF/XML, RSS

「NDL東日本大震災アーカイブ（ひなぎく）メ
タデータスキーマ」形式のメタデータ
• ひなぎくからAPIで提供

•非営利目的であれば申請なしで利用可

③震災関連データ



•既存データを元にしたLOD作成の試行として、
2014年度に約半年をかけて作成

• 2015年4月から、パブリックドメインマーク付き
で試行提供を開始

④ ＩＳＩＬ-ＬＯＤの試行提供
「図書館及び関連組織のための国際標準識別
子（ISIL）」
図書館と関連組織に付与されるID（ISO15511）。NDLが国内登録
機関。「ISIL管理台帳」としてISIL-IDや機関名等のデータを維持管
理。
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⑤オープンデータセットの提供
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提供中のデータセット
①国立国会図書館デジタルコレクション書誌情報

②国内刊行出版物の書誌情報（直近1年分）

③書誌ＩＤリスト

今年度は、①に歴史的音源の書誌データを追加、来年度も新規
にデータセット追加予定。

・2014年9月からホームページ内の「オープンデ
ータセット」のページで、NDLが提供するデータセ
ットのソースや利用条件を分かりやすく紹介
http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/standards/lod.html

http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/standards/lod.html


データ利活用の促進

関連イベントに参加

データ利活用イベントを実施
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• Linked Open Dataチャレンジに参加 2013～

•アーバンデータチャレンジに参加 2015～

•アイデアソン

•ハッカソン

•ワークショップ

•デジタルライブラリーカフェ

などの開催



促進活動の成果

関連イベント応募作品での当館データの利用

当館イベントでの成果（http://lab.ndl.go.jp/cms/utilization掲載）
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◆郷土かるたLODデータセット（LODチャレンジ2016出品）

日本各地のさまざまな地域の郷土かるた情報にオープンなライセンスを付
与し、他の情報資源ともリンクさせた「郷土かるたLOD」を作成。外部リソー
スとして、DBPedia、GeoNames、NDLサーチの書誌情報にリンクしている。

◆国会ポーカー（LODチャレンジ2015出品、アイディア部門賞）

国会連動型戦略オンラインゲーム。実在の国会議員を選んで自分だけの「
内閣（パーティ）」を作成。実際の議員の活動・発言に応じて随時得点が加
算されていき、シーズン（会期）中の成績を競い合う。

◆ウェブアーカイブされた自治体サイトの可視化作品

◆デジタル化された歴史資料をもとにしたゲームのアイディア

http://lab.ndl.go.jp/cms/utilization


ＮＤＬではこれから…
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・当館が中心となって2020
年までの構築を目指す
「ジャパンサーチ（仮称）」と
連携して、我が国の多種多
様なコンテンツのメタデータ
と一緒に検索・利活用でき
るようにしたい

•当館作成メタデータのさらなるオープン化に向けて
• もっと自由な二次利用を可能にすることを目指したい

充実したJaLCのメタデータが入手できたら・・・
保存・共有領域

活用領域

成
果
物
の
還
元 国の分野横断統合ポータル

「ジャパンサーチ（仮称）」

アーカイブ機関
メタデータ整備

デジタルコンテンツ拡充
業務効率化
サービス充実

活用者
ポータル・アプリの作成
情報間の関連付け
付加価値情報の追加

インバウンド
地方創生

経済的価値
の創出

分野・地域コミュニティの「つなぎ役」

メタデータ標準化・共有
長期アクセス基盤

業務・サー
ビス向上

デジタルコン
テンツの共有
（オープン化と
利用条件表示
の促進）

メタデータの
共有（オープ
ン化の促進）


